
昭
秘
三
十
饅
年
七
月
一
日
運
輸
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
五
三
號

挙
成
二
十
四
年
十
月
十
日
獲
行

第五百九十四號

成二十四年十月十EI獲行

エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
と
保
守
革
命
…
…
…
…
…
…
小
柳
敦
史

ブ
ー
バ
ー
に
お
け
る
汝
と
し
て
の
聖
書
　
＝
口
語
（
こ

　
一
偽
り
の
預
言
と
預
言
者
の
誤
解
一
　
：
・
：
：
・
：
・
：
：
堀

川
敏
寛

不
確
か
な
信
念
と
帰
納
に
つ
い
て

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
苦
境
か
ら
離
れ
る
た
め
に
、

　
　
　
ラ
ム
ジ
ー
が
と
っ
た
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
ー
：
：
：
：
：
：
渡
　
辺
　
一
　
弘

京都大學大學院文學研究科内

會學哲都　泉



京
都
哲
学
会
規
約

一、

{
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
口
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
㊨
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
官
の

　
有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
「
哲
学
研
究
」
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
口
貝
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

　
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
六
、
○
○
○
円
を
納
め
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

　
く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
水松藤藤顧平根中中出太田杉聴講川重：宇伊伊伊板伊芦薩
　　　　　　　　　　郎　　　　　　佐　　　　勢
谷田田田谷川三二畑口丸中村井多添合美藤藤藤倉田名田

京
都
哲
学
会
委
員

雅素正和　佳強記正康　紀靖芳雅信恵文邦公和昭哲定
　　　　　　　　　　　　　　　美
彦二勝生茂世介春志夫博行彦雄子介子理武雄行二治道宏

宮吉
　
（
＊

崎
　
　
　
　
泉

岡
　
　
　
　
洋

京
都
哲
学
会
代
表
）



A五

告

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場

一、

拠
m
覚
と
脳
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－

一、

w
ブ
ラ
イ
語
は
預
言
者
と
賢
者
の
言
語
… 　

十
一
月
三
日
（
土
・
祝
）
午
後
一
時
半

　
京
都
大
二
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル

…
…
…
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
　
藍
田
　
宏

…
京
都
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
　
手
島
勲
矢

i
ユ
ダ
ヤ
思
想
の
ロ
ゴ
ス
化
に
つ
い
て
i

※
　
右
終
了
後
京
都
大
学
齢
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
に
お
い
て
懇
親
会
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
五
千
円
）

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
会
ま
で
お
申
出
置
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京

都
　
　
哲
　
　
学
　
　
会



AZ5

告

、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
窟
都
甫
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
〇
一
〇
二
〇

…
｝
1
四
〇
三
九
　
京
都
哲
学
会
〉
宛
に
年
会
費
穴
、
○
○
○

円
を
お
支
払
下
さ
い
。
ま
た
会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ

　
ン
バ
ー
購
入
及
び
発
売
に
関
す
る
～
切
は
菓
京
都
千
代
田
区
麹

町
ニ
ー
六
－
七
創
文
社
（
振
替
口
座
○
〇
一
二
〇
1
0
…
九
二

四
七
二
）
宛
に
願
い
ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

～、

{
誌
の
編
集
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

～、

{
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
（
若
干
名
）
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。
（
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
六
〇
六
一
八
五
〇
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
口
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〇
七
五
－
七
五
三
一
二
四
四
四
）

平
成
二
十
四
年
十
月
五
日
　
印
刷

平
威
二
十
四
年
十
月
十
日
　
発
行

編
集
兼

発
行
人

煙
集
委
員

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

京
　
都
　
哲
　
学

松宇福芦

佐

田谷名
美

素　定文

AZ3工理茂道

発
売
所

印
　
羅
　
所

株
式
　
口
u

会
社
　
倉
一

文

社

久
　
保
　
井
　
浩
　
俊

〒
　
｝
〇
二
…
○
○
八
三

｛
果
｛
承
都
千
代
田
区
麹
町
二
一
六
…
七

電
話
　
〇
三
…
三
二
六
鷺
－
七
【
〇
一

振
替
　
○
〇
一
二
〇
－
○
－
九
二
四
七
二

株
式
会
社
暁
印
刷

註
　
文
　
規
　
定

、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。

（一

煤
A
送
料
七



李
成
二
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刷

軍
成
二
十
四
年
十
月
十
日
聚
行
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